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の形の級数を幕級数 Kpower SeHes)と いう。これがИ<Rで収束しИ>Rで発散するときRを収東半径
といい、レ|=Rを 収束円という。次のことを示せ。

(a)極限値 lim.→∞ヒ″/%+1卜 rが存在するならR=′

(b)極限値 lim″→∞ヒ″11/・ =′ が存在するならポ =1/J

(c)ベキ級数ζ―

`+:―

…・=logα +1)の収束半径を求めよ。

2.次の問いに答えよ。

(a)1/(1+′)=1-χ2+/_χ6+… .の右辺の収東する領域を求めよ。また両辺を0か ら、まで積分し
てtan~lχ のテイラー展開を求めよ。                      ふ

(b)級数Σ里142ノ の収束域を求めよ。また収東するときの和を初等関数で表せ。

(c)級数Σ‰がノの収束半径を求めよ。

ω=z′ の逆関数として定義されるz=ノ(ω)の ω圭0のまわりのTaylor展開そ=ΣIcaプ を求め、収東
″=0

半径を調べよ。

複素関数ノ0)が 0<k― d<Rにおいて一価正則のとき、

蹂S晩司=嘉″J=′ )凌 ⑬<rく 0
をz=α における∫②の留数という。ノ(z)の z=α のまわりでのLaurent展開の係数α″は

ら=嘉
14=″て「f:;再T凌 ←=0,± 1,± 2,…

・)
で与えられ

そ
から、留数はLaurent展開におけるれ=-1の係数α_1に等しい。

●)α が
“
位の極であるとき、次の式が成り立つことを示せ。
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右辺の和はR(z)ρすべての極ηについて取るものとする。
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“
+1/2}を 考えよ。
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